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平成29年７月吉日
ご招待企業
代表者様　各位

（主催）一般社団法人日本第三者住宅品質検査技術者認定機構
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（協賛）中央建設企業経営振興事業協同組合連合会：中建連
セミナー事務局：03-5846-7020




	第1回JAQUAセミナー参加申込書（東京8/2・水）

	社名
	

	所属組合
	日賃協/日環協/日創協/日住協/労確協/日労協/日本機構/未加入

	出席者
	１（担当者）
	3

	
	２
	4

	ご住所
	

	電話/FAX番号
	

	参加費
	組合員・ご招待企業様：無料　　　非組合員：3,000円/社





施工品質向上と送客ネットワークとは？セミナーカリキュラム
‐　セミナープログラム‐
■セミナーガイダンス：13:00～13:10
[中央建設企業経営振興事業協同組合連合会：中建連　理事長　小泉　賢司 氏]





（第4回）


経営者限定セミナー





平成29年度第1回　中建連協賛JAQUAセミナー開催のご案内








建築業界では、慢性的な現場施工管理者、担当者不足が常態化し、教育に時間を掛けられないためクレームに繋がる悪循環を招いています。その悪循環を断ち切るには、顧客の支持を受ける第三者機関による品質検査導入が効果的で、現場力向上によるクレーム０、紹介増に繋げ、地域１番店になる成功事例が多数出ています！！


　またリフォーム業界に目を転じると市場規模６兆円でプレイヤーが７万人、新築の市場規模１４兆円、プレイヤー３万人と比較すると厳しい状況は歴然です。このよう中で従来通りの新規頼み、元請け頼みの営業を続けていたらどうなるかは自明です。そこでこれまで建築されてきた住宅を定期点検、検査及び大手ビルダーからの施工受注というビジネスにつなげる送客ネットワークが営業スタイルを一変させます！！


　本セミナーでは建築業界、リフォーム業界の課題を解決する新たなビジネスをご提案します。





必要事項をご記入の上、平成29年7月３１日までにFAXにてお申込み下さい。　FAX：03-3836-2012











主宰











協賛








中建連HPからもこの参加申込書をダウンロードできますのでご利用下さい。


http://www.fecom.or.jp








□開催日程等


【 日時 】　平成29年８月2日（水）【時間帯】　13：00～17：00（受付12：30～）


【 定員 】　先着30名様限定（1社2名まで）　参加費無料


【 会場 】　TKP品川カンファレンスセンター　４I 


【所在地】　東京都品川区高輪3-26-33


【アクセス】　JR品川駅「高輪口」徒歩1分











■第１部[基調講演]：13:10～13:40


[日本第三者住宅品質検査技術者認定機構とは？今後の見通しとその意義]


＊本社団法人の設立経緯、果たしていきたい役割、意義をご説明いたします。


[講師：日本第三者住宅品質検査技術者認定機構　日住検　理事長　岡田浩一 氏]





■第2部[基調講演]：13:45～15:00


[売上増につながる品質向上とは]


＊本講義では、現場管理者の施工品質管理向上により、均一な性能の住宅を提供することで、受注促進、クレームの大幅な減少、経営の安定つなげるノウハウを解説します。


[講師：株式会社家守りホールディングス　専務取締役　平松一広 氏]








■第３部：15:10～16:00


[施工管理体制の完全IT化により、工事に関係する効率的な施工管理体制を実現するノウハウ]


＊本講義では、現場慣例により体制化された工事関係者・協力業者の実態を分析し、工事関係者のIT化による情報一元管理のメリットと、実際の稼働状況を解説します。


[講師：株式会社ダンドリワークス　代表取締役　加賀爪宏介 氏]








■第４部：16:10～17:00


[家守りプロとは・・・ビジネスパートナーとして工務店・リフォーム業者様に新たなビジネスの種を]


＊本講義では、増え続ける「点検需要」から美観維持、クリーン化事業のノウハウ及び業界初の「送客」システムによる新たなビジネスの種を紹介します。


[講師：株式会社家守りホールディングス　佐々木康裕　氏]








■事務局からのお知らせ：17:00


[第1回JAQUA住宅品質検査技術導入研修のご案内]


＊JAQUAは、中建連公認研修機関として承認され、本セミナーで公開したノウハウは、団体申請制度による公的助成金を活用して受講できるように研修カリキュラムを整備しております。今回は、第1期受講生を公募するため、その申込方法についてご案内します。















